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生
き
る
喜
び

ふ
じ 

せ

み
　
え
　
こ

藤
瀨
　
三
枝
子

　
年
齢
を
重
ね
る
ほ
ど
に
人
生
は
味
わ
い

深
く
な
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。
今
、
私
は

八
十
七
歳
。
豊
か
な
自
然
と
思
い
や
り
の

温
か
い
人
の
輪
に
包
ま
れ
、
日
日
生
き
る

喜
び
を
味
わ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
能
古
の
島
に
暮
ら
し
て
四
十
年
。
学
校

に
も
奉
職
し
私
な
り
に
志
を
も
っ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
「
志
」
そ

れ
は
〝
笑
顔
あ
ふ
れ
る
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
能
古
に
〞
そ
の
た
め
に
私

に
で
き
る
こ
と
は
何
か
。
豊
か
な
自
然
と
温
か
い
人
情
を
生
か
し
た

安
心
安
全
の
環
境
づ
く
り
。
そ
の
中
で
育
つ
能
古
の
子
に
「
元
気
に

仲
良
く
学
ぶ
。」
を
目
標
に
確
か
な
育
ち
へ
の
支
援
。
今
彼
等
は
立

派
な
社
会
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
退
職
後
、
十
二
年
間
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
間
誠
心
誠
意
人
の
心
に
寄
り
添
う
こ
と
を
大
切
に
人

と
人
と
の
繫
り
を
つ
く
り
、
小
さ
な
喜
び
の
灯
の
輪
が
広
が
る
の
を

実
感
し
ま
し
た
。「
あ
り
が
と
う
」「
楽
し
か
っ
た
ね
」「
安
心
し
た
よ
」

等
々
、
高
齢
者
の
笑
顔
を
見
た
時
健
康
で
人
の
役
に
立
つ
こ
と
の
で

き
る
幸
せ
を
噛
み
し
め
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち

あ
げ
活
動
内
容
の
工
夫
改
善
な
ど
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
私
な

り
に
出
来
た
こ
と
を
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　
今
、
生
き
る
喜
び
の
泉
は
、
子
ど
も
達
と
の
ふ
れ
あ
い
で
す
。
保

育
園
児
か
ら
中
学
生
ま
で
、
海
っ
子
制
度
の
導
入
を
き
っ
か
け
に
能

古
に
憧
れ
、
自
然
の
中
で
学
ぶ
子
ど
も
達
は
輝
い
て
い
ま
す
。
私

は
、
お
茶
教
室
・
能
古
民
謡
踊
り
・
押
し
花
指
導
な
ど
、
若
い
保
護

者
の
み
な
さ
ん
の
笑
顔
の
花
に
包
ま
れ
幸
せ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

志
を
も
っ
て
、
前
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
能
古
福
祉
会
能
古
保
育
園
理
事
長
）

散 歩 道
西中洲

西
中
洲
は
那
珂
川
と
薬
院
新
川
と
国
体
道
路
に
囲
ま
れ
た
一
帯
で
す
。
那
珂
川
を
挟
ん
だ
対

岸
は
博
多
区
中
洲
と
な
り
、
西
中
洲
は
文
字
ど
お
り
中
洲
の
那
珂
川
を
跨
い
だ
西
側
に
位
置

し
ま
す
。
中
洲
と
言
え
ば
歓
楽
街
と
し
て
有
名
で
す
が
、
西
中
洲
の
北
西
部
に
は
水
上
公
園

と
天
神
中
央
公
園
の
二
つ
が
並
ん
で
お
り
、
市
民
の
憩
い
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
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岡
病
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念
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岡
病
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念

地
域
の
人
々
に
信
頼
さ
れ
る

納
得
と
安
心
の
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。
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沖
ノ
島
を
眺
め
る
こ
と
の
で
き
る
遥

拝
所
が
あ
る
大
島
。
福
岡
県
で
一
番
大

き
な
島
だ
。
自
然
や
歴
史
と
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
島
内
を
周
回
す
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
郷
駅
か
ら
西
鉄
バ
ス
に
乗
車

し
、「
神
湊
波
止
場
」で
下
車
。マ
イ
カ
ー

の
と
き
は
、
渡
船
場
に
駐
車
す
る
。
神

湊
港
か
ら
乗
船
し
、
大
島
港
で
降
り
る
。

　
歩
き
始
め
て
す
ぐ
の
Ｔ
字
路
は
左

へ
。
宗
像
大
社
中
津
宮
の
石
段
を
上
り
、

境
内
を
抜
け
、
交
点
①
は
右
へ
。
間
も

な
く
樹
林
の
山
道
の
上
り
坂
に
な
る
。

大
島
港
か
ら
35
分
程
で
展
望
台
が
あ
る

御
嶽
に
着
く
。

　
北
側
の
開
け
た
舗
装
道
を
下
り
、〝
風

の
峠
〞と
呼
ば
れ
る
交
点
②
は
左
へ
進

む
。
交
点
③
を
右
へ
下
る
と
、
御
嶽
か

ら
45
分
程
で
大
島
灯
台
が
現
れ
る
。

　
こ
こ
か
ら
馬
蹄
岩
方
面
へ
下
る
。
上

り
下
り
を
繰
り
返
し
、
ま
わ
り
が
草
地

に
変
わ
り
、
分
岐
①
を
左
へ
上
る
と
、

風
車
展
望
所
に
着
く
。
大
島
灯
台
か
ら

40
分
位
。

　
分
岐
①
に
戻
り
左
へ
進
む
。
分
岐
②

は
左
へ
向
か
い
、
旧
軍
道
を
下
る
。
分

岐
③
、
交
点
④
も
左
へ
下
る
。
や
が
て

風
車
展
望
所
か
ら
35
分
程
で
沖
津
宮
遥

拝
所
へ
到
着
す
る
。

　
交
点
④
へ
引
き
返
し
南
進
す
る
。
坂

を
上
っ
て
下
り
、
住
宅
の
間
を
抜
け
、

突
き
当
り
の
分
岐
④
は
右
へ
。
沖
津
宮

お
お

し
ま

大
島 （
島
内
周
回
）

福
岡の
道

歩
い
て

　 

み
た
い
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支
援
相
談
員

甲
斐
　
　
渉

か

い

わ
た
る

介
護
支
援
専
門
員

下
田
麻
由
子

し
も

だ

ま

ゆ

こ

介
護
保
険
と

 
介
護
老
人
保
健
施
設
に
つ
い
て

介
護
保
険
利
用
ま
で
の
流
れ

の
介
護
に
対
す
る
希

望
・
要
望
な
ど
に
加

え
て
、
具
体
的
な
介

護
方
法
や
注
意
事
項

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
情
報
は
利
用
さ

れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
間
で

共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
に
は
、
大
き
く
分
け
て

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
デ
イ
ケ
ア
・
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
」

と
介
護
老
人
保
健
施
設
や
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
な
ど
の
「
施
設

サ
ー
ビ
ス
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
以

外
に
も
多
く
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る

の
で
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
相
談

し
て
下
さ
い
。

●
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
と
の
契
約
が
必
要

　
介
護
保
険
で
は
必
ず
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
所
ご
と
に
契
約
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
契
約
後
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
沿
っ

た
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
の
目
的
は
、
介
護
が

必
要
に
な
っ
て
も
、
尊
厳
を
保
持
し
、

そ
の
人
に
応
じ
た
自
立
し
た
日
常
生
活

を
送
る
事
が
出
来
る
様
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
給
付
を
行
う
事
で
す
。

　
以
上
が
い
ざ
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

時
に
円
滑
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
事

が
出
来
る
為
の
介
護
保
険
を
利
用
す
る

ま
で
の
流
れ
で
す
。

　
西
福
岡
病
院
に
併
設
し
て
い
る
介
護

老
人
保
健
施
設
「
西
寿
」
は
、
介
護
保

険
で
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。
介
護
老

人
保
健
施
設
は
『
老
健
』
と
略
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、『
老
健
』
を
利
用
し
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
長
く
元
気
に
過
ご
し
て

頂
く
た
め
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

●
介
護
老
人
保
健
施
設
と
は

　
老
健
に
は
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
職
、

介
護
職
、
リ
ハ
ビ
リ
（
理
学
療
法
士
・
作

業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
）、
栄
養
士
、

支
援
相
談
員
、
介
護
支
援
専
門
員
が
勤
務

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
職
員
に
加
え
て
西

寿
に
は
歯
科
医
師
と
歯
科
衛
生
士
が
協
力

病
院
か
ら
来
ら
れ
ま
す
。
各
職
種
が
チ
ー

ム
と
な
り
医
療
や
介
護
の
ケ
ア
と
リ
ハ
ビ

リ
を
ご
利
用
者
に
提
供
し
、
通
い
で
利
用

さ
れ
る
方
に
は
在
宅
生
活
の
継
続
、
入
所

の
方
に
は
自
宅
へ
の
復
帰
や
リ
ハ
ビ
リ
後

の
生
活
に
関
わ
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
西
寿
は
西
福
岡
病
院
が
併
設
で
す

の
で
体
調
不
良
時
の
受
診
や
入
院
の
対
応

が
可
能
で
す
。

●『
老
健
』西
寿
で
利
用
出
来
る
サ
ー
ビ
ス

　
老
健
で
は
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
専

門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
実
施
に
加
え
て
、
日

常
の
生
活
も
リ
ハ
ビ
リ
と
と
ら
え
各
職

種
が
専
門
的
な
視
点
か
ら
工
夫
し
、
ご

利
用
者
の
で
き
る
事
を
増
や
し
て
、
よ

り
良
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

「
入
所
」（
施
設
サ
ー
ビ
ス
）

　
要
介
護
１
〜
５
の
方
が
入
所
で
き
ま

す
。
入
所
後
３
ヶ
月
は
集
中
的
に
リ
ハ

ビ
リ
を
行
い
、
３
ヶ
月
目
以
降
は
週
２

回
の
リ
ハ
ビ
リ
と
、
医
師
や
リ
ハ
ビ
リ

ス
タ
ッ
フ
か
ら
指
導
を
受
け
た
介
護
士

が
フ
ロ
ア
リ
ハ
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

定
期
的
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
見
直
し
、
在

宅
復
帰
や
今
後
の
生
活
に
向
け
た
計
画

を
実
施
し
ま
す
。

「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」（
在
宅
サ
ー
ビ
ス
）

　
要
支
援
１
〜
要
介
護
5
の
方
が
利
用

で
き
ま
す
。
自
宅
か
ら
短
期
間
施
設
に

入
所
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ

や
入
浴
の
回
数
は
希
望
に
応
じ
て
行
い

ま
す
。自
宅

⇔

施
設
の
送
迎
も
行
い
ま
す
。

「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ

ケ
ア
）」（
在
宅
サ
ー
ビ
ス
）

　
要
支
援
１
〜
要
介
護
5
の
方
が
利
用

で
き
ま
す
。
自
宅
か
ら
通
い
リ
ハ
ビ
リ

を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
半
日
か
１
日

ご
利
用
の
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
、
リ
ハ
ビ
リ
の
ほ
か
に
体
操
な
ど
を

行
い
ま
す
。
昼
食
や
入
浴
の
サ
ー
ビ
ス

も
利
用
で
き
、
送
迎
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●『
老
健
』の
活
用
方
法

①
退
院
後
、
自
宅
に
帰
る
た
め
の
リ
ハ

ビ
リ
を
目
的
に
入
所
す
る
。

②
暑
い
時
期
や
寒
い
時
期
な
ど
体
調
を

崩
し
や
す
い
季
節
に
入
所
す
る
。

③
認
知
症
予
防
や
回
復
の
た
め
の
集
中

的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
目
的
に
入
所
や
デ

イ
ケ
ア
を
利
用
す
る
。

④
介
護
者
の
急
な
用
事
や
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
の
た
め
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

利
用
す
る
。

⑤
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
有
料
老
人

ホ
ー
ム
の
入
居
を
待
つ
間
、入
所
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
入

所
中
に
老
衰
と
診

断
さ
れ
た
方
は
看

取
り
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
在

宅
生
活
継
続
の
支

援
か
ら
入
退
所
の

支
援
ま
で
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
老
健
は

様
々
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
ご
家
族
や
ご
自
身
に
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
時
に
利
用
出
来
る
公
的
制
度
が

介
護
保
険
で
す
。
し
か
し
、
介
護
保
険

を
利
用
す
る
ま
で
に
は
い
ろ
い
ろ
な
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

介
護
保
険
を
利
用
す
る
ま
で
の
流
れ
を

説
明
い
た
し
ま
す
。

●
申
請
が
必
要

　
介
護
保
険
を
利
用
す
る
場
合
は
、
各

区
役
所
の
「
福
祉
・
介
護
保
険
課
」
へ

の
要
介
護
認
定
申
請
が
必
要
で
す
。

　
申
請
前
に
は
各
区
役
所
へ
必
要
書
類

な
ど
の
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
後
に
は
、
訪
問
調
査
員
が
自
宅
や

病
院
な
ど
を
訪
問
し
、
ご
本
人
様
の
身
体

的
・
精
神
的
状
況
を
確
認
す
る
「
訪
問
調

査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
認
定
審

査
会
を
経
て
お
お
む
ね
30
日
内
に
要
介
護

度
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
訪
問
調
査

で
は
、
本
人
の
心
身
の
状
態
を
確
認
す
る

た
め
の
聞
き
取
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
認
知

症
な
ど
が
あ
り
現
状
を
う
ま
く
伝
え
る
事

が
難
し
い
場
合
な
ど
は
ご
家
族
の
付
き
添

い
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

●
要
介
護
認
定
が
決
定
し
た
ら

　
要
介
護
認
定
が
決
定
し
ま
し
た
ら
、

要
支
援
１
・
２
の
方
は
「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」、
要
介
護
１
〜
５
の
方

は
「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
」
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

を
依
頼
し
ま
す
。

●
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
は
？

　
ご
本
人
や
ご
家
族
の
希
望
に
添
っ
て

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
一
緒
に
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
目
的
や
利
用
時

間
な
ど
を
決
め
る
「
介
護
計
画
」
の
事

で
す
。

　
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
は
ご
本
人
・
ご
家
族

要介護認定申請

訪問調査・認定審査会

要介護認定

▼

▼

▼ ▼

▼ ▼

▼ ▼

▼ ▼

要支援１・２ 要介護１～５

地域包括支援センター
（いきいきセンターふくおか）

ケアプラン作成
居宅介護支援事業所
ケアプラン作成

サービス事業所と契約 サービス事業所と契約

利用開始 利用開始

30
日
間

介
護
老
人
保
健
施
設  

西
寿
　

919

920921

922

● 生きがい　6月号



▲沖ノ島が望める沖津宮遥拝所

遥
拝
所
か
ら
お
よ
そ
30
分
で
大
島
港
に

帰
り
着
く
。　

範
　
　
囲

歩
行
距
離

高
低
差

歩
行
時
間

一
口
メ
モ

　
　
　
　
　
宗
像
市

　
　
　
　
　
９
・
３
㎞

　
　
　
　
　
２
１
０
ｍ

　
　
　
　
　
１
８
５
分

　
　
　
　
　
大
島
港
の
近
く
の
飲
食
店

で
、
海
の
幸
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
る
。

Ⓟ
Ⓟ

Ⓟ

←至 津和瀬

→至 加代

御嶽
（214m）

御
嶽
入
口

大島学園

宗像大社
中津宮

ハマヒサカキ群生 風車展望所

砲台跡三
浦
洞
窟

コミュニティ
センター

文

分岐①

分岐②

分岐③

分岐④

沖津宮
遥拝所

筑 前 大 島

交
点
③

交
点
②

交点①

交点④

玄界灘

岩瀬海岸
馬蹄岩

大島港
ターミナル

WC

WC

大島灯台

〈ゴール〉

〈スタート〉

介
護
老
人
保
健
施
設
に
つ
い
て

の
介
護
に
対
す
る
希

望
・
要
望
な
ど
に
加

え
て
、
具
体
的
な
介

護
方
法
や
注
意
事
項

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
情
報
は
利
用
さ

れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
間
で

共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
に
は
、
大
き
く
分
け
て

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
デ
イ
ケ
ア
・
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
」

と
介
護
老
人
保
健
施
設
や
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
な
ど
の
「
施
設

サ
ー
ビ
ス
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
以

外
に
も
多
く
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る

の
で
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
相
談

し
て
下
さ
い
。

●
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
と
の
契
約
が
必
要

　
介
護
保
険
で
は
必
ず
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
所
ご
と
に
契
約
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
契
約
後
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
沿
っ

た
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
の
目
的
は
、
介
護
が

必
要
に
な
っ
て
も
、
尊
厳
を
保
持
し
、

そ
の
人
に
応
じ
た
自
立
し
た
日
常
生
活

を
送
る
事
が
出
来
る
様
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
給
付
を
行
う
事
で
す
。

　
以
上
が
い
ざ
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

時
に
円
滑
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
事

が
出
来
る
為
の
介
護
保
険
を
利
用
す
る

ま
で
の
流
れ
で
す
。

　
西
福
岡
病
院
に
併
設
し
て
い
る
介
護

老
人
保
健
施
設
「
西
寿
」
は
、
介
護
保

険
で
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。
介
護
老

人
保
健
施
設
は
『
老
健
』
と
略
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、『
老
健
』
を
利
用
し
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
長
く
元
気
に
過
ご
し
て

頂
く
た
め
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

●
介
護
老
人
保
健
施
設
と
は

　
老
健
に
は
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
職
、

介
護
職
、
リ
ハ
ビ
リ
（
理
学
療
法
士
・
作

業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
）、
栄
養
士
、

支
援
相
談
員
、
介
護
支
援
専
門
員
が
勤
務

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
職
員
に
加
え
て
西

寿
に
は
歯
科
医
師
と
歯
科
衛
生
士
が
協
力

病
院
か
ら
来
ら
れ
ま
す
。
各
職
種
が
チ
ー

ム
と
な
り
医
療
や
介
護
の
ケ
ア
と
リ
ハ
ビ

リ
を
ご
利
用
者
に
提
供
し
、
通
い
で
利
用

さ
れ
る
方
に
は
在
宅
生
活
の
継
続
、
入
所

の
方
に
は
自
宅
へ
の
復
帰
や
リ
ハ
ビ
リ
後

の
生
活
に
関
わ
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
西
寿
は
西
福
岡
病
院
が
併
設
で
す

の
で
体
調
不
良
時
の
受
診
や
入
院
の
対
応

が
可
能
で
す
。

●『
老
健
』西
寿
で
利
用
出
来
る
サ
ー
ビ
ス

　
老
健
で
は
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
専

門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
実
施
に
加
え
て
、
日

常
の
生
活
も
リ
ハ
ビ
リ
と
と
ら
え
各
職

種
が
専
門
的
な
視
点
か
ら
工
夫
し
、
ご

利
用
者
の
で
き
る
事
を
増
や
し
て
、
よ

り
良
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

「
入
所
」（
施
設
サ
ー
ビ
ス
）

　
要
介
護
１
〜
５
の
方
が
入
所
で
き
ま

す
。
入
所
後
３
ヶ
月
は
集
中
的
に
リ
ハ

ビ
リ
を
行
い
、
３
ヶ
月
目
以
降
は
週
２

回
の
リ
ハ
ビ
リ
と
、
医
師
や
リ
ハ
ビ
リ

ス
タ
ッ
フ
か
ら
指
導
を
受
け
た
介
護
士

が
フ
ロ
ア
リ
ハ
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

定
期
的
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
見
直
し
、
在

宅
復
帰
や
今
後
の
生
活
に
向
け
た
計
画

を
実
施
し
ま
す
。

「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」（
在
宅
サ
ー
ビ
ス
）

　
要
支
援
１
〜
要
介
護
5
の
方
が
利
用

で
き
ま
す
。
自
宅
か
ら
短
期
間
施
設
に

入
所
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ

や
入
浴
の
回
数
は
希
望
に
応
じ
て
行
い

ま
す
。自
宅

⇔

施
設
の
送
迎
も
行
い
ま
す
。

「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ

ケ
ア
）」（
在
宅
サ
ー
ビ
ス
）

　
要
支
援
１
〜
要
介
護
5
の
方
が
利
用

で
き
ま
す
。
自
宅
か
ら
通
い
リ
ハ
ビ
リ

を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
半
日
か
１
日

ご
利
用
の
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
、
リ
ハ
ビ
リ
の
ほ
か
に
体
操
な
ど
を

行
い
ま
す
。
昼
食
や
入
浴
の
サ
ー
ビ
ス

も
利
用
で
き
、
送
迎
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●『
老
健
』の
活
用
方
法

①
退
院
後
、
自
宅
に
帰
る
た
め
の
リ
ハ

ビ
リ
を
目
的
に
入
所
す
る
。

②
暑
い
時
期
や
寒
い
時
期
な
ど
体
調
を

崩
し
や
す
い
季
節
に
入
所
す
る
。

③
認
知
症
予
防
や
回
復
の
た
め
の
集
中

的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
目
的
に
入
所
や
デ

イ
ケ
ア
を
利
用
す
る
。

④
介
護
者
の
急
な
用
事
や
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
の
た
め
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

利
用
す
る
。

⑤
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
有
料
老
人

ホ
ー
ム
の
入
居
を
待
つ
間
、入
所
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
入

所
中
に
老
衰
と
診

断
さ
れ
た
方
は
看

取
り
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
在

宅
生
活
継
続
の
支

援
か
ら
入
退
所
の

支
援
ま
で
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
老
健
は

様
々
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
ご
家
族
や
ご
自
身
に
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
時
に
利
用
出
来
る
公
的
制
度
が

介
護
保
険
で
す
。
し
か
し
、
介
護
保
険

を
利
用
す
る
ま
で
に
は
い
ろ
い
ろ
な
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

介
護
保
険
を
利
用
す
る
ま
で
の
流
れ
を

説
明
い
た
し
ま
す
。

●
申
請
が
必
要

　
介
護
保
険
を
利
用
す
る
場
合
は
、
各

区
役
所
の
「
福
祉
・
介
護
保
険
課
」
へ

の
要
介
護
認
定
申
請
が
必
要
で
す
。

　
申
請
前
に
は
各
区
役
所
へ
必
要
書
類

な
ど
の
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
後
に
は
、
訪
問
調
査
員
が
自
宅
や

病
院
な
ど
を
訪
問
し
、
ご
本
人
様
の
身
体

的
・
精
神
的
状
況
を
確
認
す
る
「
訪
問
調

査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
認
定
審

査
会
を
経
て
お
お
む
ね
30
日
内
に
要
介
護

度
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
訪
問
調
査

で
は
、
本
人
の
心
身
の
状
態
を
確
認
す
る

た
め
の
聞
き
取
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
認
知

症
な
ど
が
あ
り
現
状
を
う
ま
く
伝
え
る
事

が
難
し
い
場
合
な
ど
は
ご
家
族
の
付
き
添

い
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

●
要
介
護
認
定
が
決
定
し
た
ら

　
要
介
護
認
定
が
決
定
し
ま
し
た
ら
、

要
支
援
１
・
２
の
方
は
「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」、
要
介
護
１
〜
５
の
方

は
「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
」
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

を
依
頼
し
ま
す
。

●
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
は
？

　
ご
本
人
や
ご
家
族
の
希
望
に
添
っ
て

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
一
緒
に
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
目
的
や
利
用
時

間
な
ど
を
決
め
る
「
介
護
計
画
」
の
事

で
す
。

　
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
は
ご
本
人
・
ご
家
族

対象者 要介護1～５ 要介護３～５ 要介護１～５

サービス
内　容

施設サービス

種　類 介護老人保健施設 ‐ 老健 ‐ 介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム ‐ 特養 ‐ ）

介護療養型医療施設
（療養病床など）

状態が安定している人が在宅復帰
できるよう、リハビリテーションを中
心としたケアを行います。医療管理
のもと、生活介護も行います。

常時介護が必要で居宅での生活が
困難な人が、安心して生活できるよ
う、日常生活の支援や介護を行いま
す。

急性期の治療を終え、長期の療養を必
要とする人に体調が安定して生活でき
るよう、医療管理のもと看護、介護、リ
ハビリテーションなどを行います。

919

920921

922
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今月の街の行事予定

詳しくは公民館にご確認ください。

外 来 診 察 表
診療科目 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土曜日

午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  前午  後

内
　
　
科

内　　　科

呼吸器内科

消化器内科
循環器内科
糖尿病内科
神 経 内 科

外　　　　科
整形外科・リハビリテーション科
泌尿器科
皮膚科
眼科

耳鼻咽喉科
婦人科

緩和ケア内科
腫瘍内科
禁煙外来

中村
原田

國武
山田
大園
下田
非常勤
中垣
高比良

赤星
非常勤
非常勤

中村
原田（15時まで）
久冨
國武
山田
松尾

非常勤

中村
原田
髙野
國武

安藤（文）（予約制）／山田
松尾
井野

非常勤
高比良

赤星
非常勤
非常勤
非常勤
川上

原田（15時まで）
髙野
國武
宮本
松尾
下田

非常勤

川上

國武（予約制）

中村
原田
落合（2・4）
國武（1・3・5）
山田／宮本
松尾

非常勤
中垣

赤星
非常勤
森園／非常勤

児玉
原田（15時まで）
吉川
國武
山田
大園
下田

高比良

原田
髙野

松尾
下田
非常勤
中垣
高比良

赤星
非常勤
森園／非常勤

川上

原田（15時まで）
髙野/久冨

山田
松尾

非常勤

渡辺
吉川
國武
山田

大園/松尾
井野

非常勤
非常勤

赤星
非常勤
非常勤

川上

北原

落合
國武

非常勤（15：00まで）

非常勤

川上

交代

山田（月2回）

非常勤
非常勤
非常勤

非常勤
非常勤

※ご質問は各科担当医あるいは外来看護長、外来医長までおたずね下さい。
※変更の場合がありますので、外来直通☎092-881-1371もしくは病院代表☎092-881-1331までおたずね下さい。（一覧表もございます。）

安藤（文）（予約制）
宮本／山田

2018 JUNE  平成30年6月1日発行「西福岡病院だより・生きがい」通巻第229号 禁無断転載  西福岡病院だより 生きがい 《6月号》

〒819-8555 福岡市西区生の松原3-18-8　☎ 092-881-1331・FAX 092-881-1333
（事業者個別番号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.nishifukuhp.or.jp●発行／

医療法人
西福岡病院

919

920921

922

西陵校区
カローリング大会

◎場所　西陵小学校　体育館
◎指導　スポーツ推進員　山本政司さん・中村眞理子さん
◎共催　体育振興会

日時 6月3日（日）  9：00～ 12：00

高齢者教室
老人クラブ連合会交流会

◎場所 西陵公民館　講堂
◎内容 不整脈について!!
◎講師 姫野病院
 循環器内科医長　野瀬大補先生
◎対象 60歳以上の方
＊尚、12：30から演芸会（各老人クラブ会
　員）を行います。

子育てミニミニひろば
七夕会

日　時 6月14日（木）
 10：00～ 12：00

日　時 6月22日（金）
 10：30～

◎場所 西陵公民館
　　　　児童等集会室
◎対象 0 ～ 3歳児と保護者
◎指導 保育士　大歯美穂子さん
＊皆さまの参加をお待ちしています。

西 陵 公 民 館 ☎092-891-6342

健康講話

お問い合わせ先 医療法人 西福岡病院 総務課 ☎092-881-1331

訪問看護師が伝える「知って得する呼吸法」
《今月のテーマ》

住　所
講　師

会　費

と　き

場　所

平成30年6月23日（土）

医療法人西福岡病院  本館3階会議室

西区 生の松原3-18-8
訪問看護ステーション　訪問看護師
川嶋美奈子
無料

午前10時より午前11時まで

☎　092-881-1331

ご興味のある方は電話でお問い合わせください

そく てい けん まく えん
そく てい けん まく えん

医療法人 西福岡病院　治験管理室  ☎092-881-1331（代表）お問い合せ先

当院では現在、「足底腱膜炎」の注射剤の治験に
ご参加いただける方を募集しています。

足底腱膜炎とは？

足の裏の腱膜が炎症を起こして、痛みが発生する
病気で、スポーツやランニングでの足の使い過ぎ
のほかに、足の柔軟性が低下することや筋力が落
ちることなどが原因で起こります。

治験にご参加
いただける方

●20歳以上75歳未満 ●痛みが6週間以上続いている
●1週間に1回程度の頻度で約5週間、当院に通院可能
　な方（注射は1回のみです）
上記以外にも参加条件があり、ご参加いただけないことがありますのでご了承ください。
患者さんのプライバシーに配慮し、個人情報保護を遵守します。


